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「ぼかし言葉」の機能性に関する研究調査 

研究目的 

 本調査の目的は、若者たちの日常会話で頻出する若者言葉「みたいな」「かも」「感じ」

などに代表される「ぼかし言葉」の機能性について検討することである。 

 まず「若者言葉」は、中学生から三十歳前後の男女の「若者」という一種の特定集団に

使用される「集団語」と定義する。（米川 1999,米川 1998）また、若者言葉を２種類に分類

する。寿命が短い「言葉遊び」としての機能を楽しむ若者言葉は、一過性の流行語の域を

出ないものが多く、元々の示す意味が復元しにくい。一方、「ぼかし言葉」は既に規範的に

使われているか、語形変化が容易に復元できるものばかりで、既存の語彙として意味をな

したり形態構造が理解できるという前提の上に、それまでに見られなかったような接辞的

付加や複合語形成などが拡張しており、そのことが意味を不明瞭にしているために「曖昧」

な表現となっている。（桑本 2014） 

 文化庁が 2005 年に行った「国語に関する世論調査」では、1999 年と 2004 年での「ぼか

し言葉」への使用についての比較が記されている。表Ⅰでは、男女共に若年層における「ぼ

かし言葉」の使用が増加している。浅野智彦氏の「『若者』とは誰か」では、現代の若者た

ちの「自己の多元化」について述べている。「自己の多元化」とは、「1 人の友だちだけに話

をしているとその人に対する期待が大きくなり過ぎてつらくなる。複数の友だちにそれぞ

れ話題を振り分けることによって、いわば負担を分散させることができる。 このような使

い分けは、同時に、それぞれの場面に応じて自分自身の振る舞い方や感じ方を切り替えて

いくという作法と表裏一体である。（浅野 2013）」 図 1 を見てみると、自分を意識的に使

い分ける傾向が高まっている。また、自分らしさをどんな場合にも一貫させるべきである

という規範意識は弱まっている。このことから、複数の顔を使い分ける傾向が強まってい

るだけでなく、そのような使い分けに歯止めをかける規範が弱まりつつあることを示唆し

ている。発話に対して過度に固執せず、いつでも切り替えられるだけの余裕を維持してお

くという作法が「ぼかし言葉」と言われる言葉遣いの核にあるものだと思われるが、それ

は人間関係を切り替えていく際に必要な余裕を言葉遣いの上に投影したものなのではない

だろうか。以上の点から、我々は「ぼかし言葉」の使用が、他世代に比べ若者世代で増加

傾向にあると仮説を立て、検証していく。 
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表Ⅰ：言い方をすることが「ある」と答えた人の割合（性・年齢別） 

  わたし的には… 鈴木さんと話とか… 良かったかなみたいな 

総数 15.6％ 14.6％ 15.0％ 

男性16～19歳 46.7％(36.7) 37.8％(40.8) 28.9％(32.7) 

20～29歳 32.6％(22.2) 37.1％(24.1) 28.1％(17.6) 

30～39歳 29.5％(7.6) 23.7％(22.9) 17.3％(13.2) 

40～49歳 9.2％(5.1) 8.5％(12.9) 11.3％(9.0) 

50～59歳 5.7％(2.6) 6.8％(9.1) 10.9％(8.8) 

60歳以上 7.5％(5.8) 7.0％(7.4) 9.5％(10.0) 

女性16～19歳 52.6％(46.0) 39.5％(54.0) 34.2％(20.0) 

20～29歳 44.1％(16.1) 42.3％(29.8) 34.2％(19.9) 

30～39歳 25.4％(5.4) 25.4％(27.6) 26.8％(21.2) 

40～49歳 14.6％(5.2) 13.7％(12.9) 13.7％(12.9) 

50～59歳 5.2％(5.5) 6.0％(10.2) 11.6％(12.5) 

60歳以上 7.2％(3.4) 5.9％(8.1) 6.9％(6.5) 

平成１６年度「国語に関する世論調査」の結果について

（http://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/kokugo_yoronchosa/h16） 

※表中の（ ）内の数字は平成 11年度調査の結果 

 

図 1 ： 都市住民の生活と意識に関する世代比較調査 

 

都市住民の生活と意識に関する世代比較調査 

（http://jysg.jp/img/flash20130724.pdf#search='青少年研究会+世代比較調査'） 
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調査概要 

(1)調査目的、方法 

「ぼかし言葉」は、会話表現で出てくることが多く、「言葉あそび」の若者ことばに比べ

て、語彙として目立たないことが多い。そこで、実際に調査対象者に自由会話をしてもら

い、そこでの話を文面化し、テキストマイニングしていく。 

若者とそれ以外の年代、また関係性によって同じ「ぼかし言葉」でも使う回数、場面が

異なっていると仮定し、各年代、おおよそ 20 歳代、30～40 歳代、50 歳以上、関係につい

ては友人または知人、初対面と区分し、それぞれ 3 人程度に協力を依頼する。 

予備調査として、「コミュニケーションをとる際の姿勢」について調査票で質問を行う。

次に調査者が司会として話題を提示し、参加者同士で自由に話を続けてもらう。その際の

会話はボイスレコーダーに録音する。自由会話を終えた後、別紙の「ぼかし言葉」を使用

することへの意識等に関する調査票に回答してもらう。 

 

(2)20 歳代への本調査 

 実施日：2015 年 12 月 11 日・2015 年 12 月 15 日 

 調査対象：立教大学に在学する男女、知人/友人 3 名、初対面 3 名 

 

(3)50 歳以上への本調査 

 実施日：2015 年 12 月 4 日・2016 年 1 月 5 日 

 調査対象：看護師、清掃員の女性、知人/友人 3 名 

パートタイム、専業主婦の女性、初対面 3 名 

 

(4)「ぼかし言葉」の分類方法  

 「ぼかし言葉」の隣接領域に、つなぎ言葉、談話標識といったものが存在する。しかし、

飯尾(2006)が指摘するように、それらの定義は曖昧であり、適当な区別は難しい。そのため、

今回は以下のように、機能内容のみで「ぼかし言葉」を分類する。 

①沈黙を回避する 

 ②話の継続を示唆する 

 ③躊躇や不確かさを表明する 

 ④発話を和らげる 

 ⑤発話権を確保する 

 ⑥完全否定を避ける 

 これらのうち、①から⑤は飯尾(2006)より、⑥は岸江(2002)より引用した。 
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(5)分類ごとの「ぼかし言葉」登場回数 

 

 

調査結果 

(1)20 歳代における調査結果・分析 

 この調査では、「なんか」という「ぼかし言葉」が共通して多く見られた。 

特に初対面のグループでは、「なんか」、「みたいな」という「ぼかし言葉」の多用が見ら

れ、伝えたい事柄を初対面としての相手へ説明する際にこの傾向が強まった。調査票調査

では、初対面の 3 人はこの会話に緊張せず、話しやすかったという回答をしている。初対

面のグループ全員がぼかし言葉を多用していたが、ぼかし言葉を使用している意識があっ

たかという問いに対して、1 人が自覚をしておらず「ぼかし言葉の多様はよくないと思うの

で、目上の人、初対面の人には使わない。くだけて話せる知り合いになら使う」と述べて

いる。グループの中で最も「なんか」を発言していいた者が自覚なくぼかし言葉を使用し

ていたことから、ぼかし言葉を使用している自覚があると応えた他の 2 人に関しても自ら

が発言したすべてのぼかし言葉に関して自覚があるわけではないと推察する。また、自由

会話において最も意識した点という質問項目では、全員が円滑なコミュニケーションを取

るための話しやすい環境づくりを重視していた。初対面と言う状況の中でも発話のしやす

さや柔軟な印象をぼかし言葉によって獲得しているといえる。 

また、初対面には見られなかったものの、知人/友人関係の調査において特筆すべき点は

「え」という、主に「⑤発話権を確保する」機能をもつ言葉を全員が多用していたことで

ある。一聞すると、否定的な印象をもつこの言葉だが、あくまでも発話権を獲得する談話

標識であり、本人たちに相手の発言に対する否定的な意味はないと推察できる。今回の調

査では発話権を獲得するためのぼかし言葉は「え」「なんか」のみであったが、1 度誰かが

ある特定の談話標識を使うと、その場の雰囲気に順応して他の者も同じ談話標識を使用す

20歳代友人/知人 20歳代初対面 50歳以上友人/知人 50歳以上初対面

① 4 1 22 25

② 9 5 18 6

③ 26 13 7 12

④ 15 7 14 3

⑤ 25 5 5 3

⑥ 0 1 1 2

総数 79 32 67 51
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るのではないだろうか。今回の調査と同じ者が違う知り合いと自由会話をした際に、「え」

「なんか」以外の言葉を使用するかどうか調査をする必要がある。知人/友人関係のグルー

プでは全員が自由会話においてぼかし言葉を使用していた自覚があり、普段でも使用して

いる意識があった。しかし、初対面のグループと同じく全てのぼかし言葉に対して意識が

あるわけではないと推察する。自分らしさを貫くという「自己の多元化」に関する問いで

は全員が「いいえ」と回答したことも録する。 

 調査した対象者のうち、全員が「ぼかし言葉」を使用したことは注目すべきである。例

えば、研究目的の項で紹介した表Ⅰのデータによると男性 20 歳代で 28.1%、女性 20 歳代

で 34.2%が使用の自覚をもつ「みたいな」という語について、対象者全員が曖昧表現の用

法として使用していた事実もある。 

 

(2)50 歳以上における調査結果・分析  

 20 歳代への調査と同様、「ぼかし言葉」を一度も使用しなかった人はいなかった。「①沈

黙を回避する」ものが関係性に関わらず多いのが特徴である。この世代の調査において、

相槌としてだけではなく、「①沈黙を回避する」および「⑤発話権を確保する」機能を持っ

た「へえ」という言葉は、比較的登場回数が多く見られた。 

 調査票調査の結果は調査対象者のうちほとんど全員において同様の結果となった。「ぼか

し言葉」を特に意識はせず、使用している自覚もまた、ない。相手に悪い気を抱かせない

ようにと意識することはあるものの、しかしながら自覚をもって「ぼかし言葉」を使用す

ることにはつながらないといえる。「自己の多元化」傾向も特に感じておらず、自分らしさ

を貫くという回答は全員一致した。 

 

まとめ 

 「ぼかし言葉」は使用語彙にこそ相違があるものの、調査した 2 世代どちらでも変わら

ず散見された。もちろん、会話時間、会話相手との相性、その人自身の性格、その場の話

題、空気などによって、大きく調査結果は変わることが予想される。そのため、数は大き

な問題にはならないが、注目すべきは「ぼかし言葉」として特に使用された言葉の機能内

容が、世代によって異なっていることである。それぞれの世代のもつ特徴、性格などを文

献やまた異なる調査から示し、この事実の意味づけをなすことが課題である。また、今回

の調査のみでは「自己の多元化」傾向と「ぼかし言葉」の関係性を読み解くことはできな

かったが、20 代と 50 代以上において「自分らしさを貫く」という項目で全く違う結果が

出たこと、ぼかし言葉の機能内容の違いに関係性があるのかの調査も平行して進めていき

たい。そして今回の調査は、指摘があったように、厳正な視点からすると公平ではない条



専門演習２（是永ゼミ）1 月 29 日 

最終レポート 

 

 6 

件設定であった。そのため本来の研究仮説であった他世代に比べて若者のぼかし言葉使用

率が高いという結果を得られなかった。そのため調査の条件設定、分類方法をより明確に

今後していく必要性がある。しかし今回の調査によって、機能性について 1 つ 1 つのぼか

し言葉について検討を進め、調査票アンケートの内容と照らし合わせていくと、調査対象

者の「円滑に相手とコミュニケーションを取ろう」という意識が伺えた。日本人は「和の

精神」を重んじる。「人々が生活していくなかで創出された矛盾を調整することよりも、対

立を避けることに重点を置き、場合によっては、すなわち人々の間の『調和』が脅かされ

ようとする場合、対立や矛盾を黙殺さえする精神（谷口 2007）」を持つ日本人だからこそ、

どの世代においてもぼかし言葉の使用が伺えたのではないかと改めて感じさせられた。 

 今後、調査できなかった 30～40 歳代などを含む他世代への調査を進め、比較することを

通じて、「ぼかし言葉」の機能性をより明らかにしていく。 
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